
２０１２年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 4 7 4 10 5 7 0 1 2 3 2 3 0 0
14 * 0 0 9 16 2 9 2 6 8 14 2 1 0 0
15 * 0 0 3 4 3 3 3 1 1 2 2 1 2 0
31 * 0 2 6 10 7 11 4 3 1 4 4 1 0 0
34 * 0 0 4 7 3 5 4 2 5 7 0 0 0 0
20 0 2 3 2 9 2 2 2 3 0 3 1 1 0 1
84 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
10 * 3 5 1 3 0 0 2 0 1 1 0 1 1 0
23 * 0 1 10 14 1 3 4 6 3 9 6 2 0 0
24 * 2 7 10 14 2 3 3 3 4 7 0 0 2 0
25 * 2 6 2 6 2 5 2 2 2 4 2 2 1 0
81 * 0 0 3 6 0 2 5 1 4 5 0 3 0 0
0 0 0 0 0 5 0 0 2 1 3 4 0 0 1 0
3 0 1 3 1 4 0 0 2 3 2 5 1 1 0 0
14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
31 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
33 0 0 1 3 3 0 0 5 0 0 0 1 0 0 0
34 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 1 0 1
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記録 関西学生バスケットボール連盟
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戦評
リーグ戦も後半にさしかかり、立命館大学と関西大学のインカレ出場をかけた負けられない試合。序盤は、お互いに
一歩も譲らず得点を重ねていったが、関西大のターンオーバーに立命館のファーストブレイクが決まり、そのリードを
保ったまま前半を終えた。後半に入っても、お互いに一歩も引かず得点を重ねる試合展開となった。このまま点取り
合戦の試合を立命館のリードのまま、最後の関西大の激しいディフェンスも効かず、立命館が97-87で勝利を飾っ
た。第1ピリオド、お互いに得点を取り、互角の試合開始となった。5分が経過して、立命館の#14村井のインサイドが
活き、得点を重ねる。しかし、立命館のファウルトラブルで流れに乗り切れない。一方関西大は、試合開始からドライ
ブと3Pシュートで#24山下が得点を重ねていき、第1ピリオドだけで12点の得点をあげた。19-16で立命館の3点リード
で第1ピリオドを終える。第2ピリオド、開始早々立命館がドライブと3Pシュートの連続得点を上げ、すかさず関西大が
タイムアウトを取るも、流れは変わらず関西大のターンオーバーからのファーストブレイクが目立ち4分経過で34-22と
リードを広げられる。流れを変えたい関西大は途中交代の#33小川の連続シュートと#25天貴のバスケットカウントで
食らいつき、36-34と残り2分で2点差まで追い上げる。ここから、お互い得点を重ねたが、ブザービートを立命館#0
上田が決め48-40立命館リードで前半を折り返す。第3ピリオド、追いつきたい関西大学は激しいディフェンスからミ
スを誘発させ、ブレイクと3Pシュートを決め、良い滑り出しに見えたが、シュートを決めきれず、逆に立命館にブレイク
と3Pシュートを決められ、なかなか点差が縮まらない。残り5分60-53立命館がリード。関西大#10福澤の第3ピリオド
だけで3本目の3Pシュートが決まり2点差に得点を縮める。しかし、関西大のファウルトラブルで立命館がフリースロー
をしっかりと沈め、引き離し、このまま終わるかと思われたが、関西大#23藤高の連続シュートが決まり70-68立命館2
点リードで第3ピリオドが終了する。第4ピリオド、開始からお互いに得点を重ねていき、一進一退の攻防のまま時計
が進む。残り5分、関西大のチームファウルが溜まり、#34上野のバスケットカウントが決まったところで84-79立命館
リード。ここからお互いに得点を重ね、残り1分91-84立命館リード。関西大は激しいディフェンスでターンオーバーを
狙うも効かず、最後はファウルゲームになり、97-89立命館大学の勝利で試合終了になった。
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